
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞
リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物
タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２２３

２６Kami
２０２６年１月号

刘
坤
（
リ
ュ
ウ
・
ク
ン
）

中
国
／
山
東
省

　

私
は
、
中
国
山
東
省
泰
安
市

出
身
の
リ
ュ
ウ
・
ク
ン
と
申
し

ま
す
。
現
在
、
高
知
工
科
大
学

大
学
院
博
士
課
程
で
、
霧
化
気

相
堆
積
技
術
に
基
づ
く
半
導
体

薄
膜
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
で
あ
る
泰
安
は
、

１
９
８
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
泰
山
の

南
麓
に
広
が
る
歴
史
あ
る
都
市

で
、
泰
山
へ
の
登
山
口
と
し
て
、

ま
た
観
光
の
拠
点
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
、

故
郷
の
朝
粥
や
伝
統
菓
子
・
蜜

三
刀
の
素
朴
な
甘
さ
を
、
今
で

も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
が
高
知
工
科
大
学
を
選
ん

だ
理
由
は
、
高
度
な
研
究
設
備

と
、
安
全
性
の
高
い
環
境
が
整

っ
て
い
る
点
が
決
め
手
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
大
学

と
地
域
社
会
が
密
接
に
結
び
つ

い
た
学
術
文
化
に
強
く
魅
力
も

感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

私
が
大
学
院
生
活
を
過
ご
す

香
美
市
は
、
山
と
川
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
所
で
、
物
部
川

の
清
ら
か
な
流
れ
が
人
々
の
暮

ら
し
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、

人
々
の
温
か
さ
が
、
私
の
研
究

の
日
々
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
自
転
車
通
学
の
風
景
や
図

書
館
の
静
寂
、
そ
れ
に
加
え
て
、

よ
さ
こ
い
で
感
じ
た
仲
間
と
の

一
体
感
が
、
留
学
生
活
に
心
地

よ
い
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
今

夏
開
催
さ
れ
た
花
火
大
会
で
見

上
げ
た
、
夜
空
に
咲
く
光
の
花

の
よ
う
な
日
本
の
花
火
は
、
私

に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
美
し
さ

で
あ
り
、
今
も
心
の
中
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
香
美
市
民
の
皆
さ

ん
の
日
頃
か
ら
の
ご
親
切
に
感

謝
し
、
今
後
も
研
究
活
動
と
交

流
を
通
じ
て
、
香
美
市
の
魅
力

を
国
内
外
へ
広
く
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第５５回  ５回  物部町影仙頭の起源物部町影仙頭の起源

　専当とは、荘園が置かれた時、荘園主に代わっ

て荘園経営や管理に当った役職のようで、大和大

王家物部氏が大忍庄の経営を始めた頃、物部町影

仙頭は、ここに本拠地が置かれたことを示す地名

か専当の居住地のようである。注目しておくべき

は、槇山を統治するに都合がよく、交通や村の散

在の中心あたりと考えられる。南部の香我美町あ

たりにも、専当が置かれていたであろう。

　物部氏は、大和大王家の祭祀と武闘集団を率い

る大将らしく、西暦５１５年、朝鮮半島帯沙江で

倭軍の物部連至至が大敗、とある（百済本紀・日

本書紀）。西日本の平定や海外派兵にも物部氏が

見え、多くの荘園を持っていたと言われ、その一

つが「大忍庄」と考えられる。平安時代後期、京

都の皇族、公家などが「熊野詣で」を盛んに行っ

た頃、この荘園は熊野社に施入され、県内の熊野

神社や若一王子宮などは、この縁で祀られたもの。

　弘安６年（１２８３）、得宗家北条時宗が槙山

郷を鎌倉極楽寺栞谷悲田院 (※) に施入するとあって、

せにゅう

もののべ

まきやま

おおさとのしょう

しおりだに

ちかみ

蒙古襲来に神風の吹いた翌々年から鎌倉極楽寺領

の時代もあった。

　応永１１年（１４０４）、槇山専当職小松沙弥

善住に下知状（槇山専当家文書）が届き、将軍足

利義満の頃、岡ノ内村から来た小松氏が専当職を

務めている。

　戦国時代の槇山衆を率いたのは、専当左衛門太

夫安家で、天正３年（１５７５）１１月、長宗我

部軍の阿波攻めに約５００人を率いて、木頭村で

合戦をしている。

　天正１６年（１５８８）、専当ノ村は仙頭左衛

門太夫四町一反八軒とあり、西川ノ村にも専当分

が見えるから、西川専当が置かれていたろうか

（地検帳）。

　江戸時代になると、専当ノ村は小田々村と呼ば

れたようで、「専当」の名称は庄屋に置き変えら

れたことから、「使うことまかりならん」との藩

の御意向が感じられる。

　専当が置かれたであろう影仙頭は、槇山郷の中

心地であった時代が長い。この専当を姓としてい

た家は、元は物部氏であったであろう。仙頭家は

この一族と考えられる。また、韮生郷の千頭姓も、

この一族であった可能性がある。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

※ 悲田院とは、飢饉や災害、伝染病などで困窮した者を

　 収容したという、社会福祉の施設。

２７ Kami
２０２６年１月号

(山田高校マンガ部)
▲ 焼却灰排出口に詰まった
　 金属ごみ

▶ 

山
東
省
の
有
名
な
観
光
地

山
東
省
の
有
名
な
観
光
地 ｢ ｢

超
然
楼

超
然
楼｣

広   

告

1月15日(木) 9：30～15：30   香美市立 プラザ八王子 ３階

◆
く
ら
し
と
い
の
ち

何
で
も
相
談
会

く
ら
し
や
健
康
の
お
困
り
ご

と
に
、
弁
護
士
や
行
政
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門

家
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
 

相
談
無
料
／
秘
密
厳
守

【
日
時
】
１
月
17
日 (

土)

13
時
～
16
時

【
場
所
】
香
美
郡
教
育
会
館

(

土
佐
山
田
町
東
本
町
２-

１-

33)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
医
療
生
活
協
同
組
合

☎
０
８
０
・
５
６
６
７
・
５
３
０
２

◆
『
S
マ
ー
ク
』
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

高
知
県
で
は
、
理
容
・
美
容
・

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
３
業
種
で
、

厚
生
労
働
大
臣
の
認
め
た
ル
ー

ル
に
従
っ
て
安
心
・
安
全
・
清
潔

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

お
店
を
「
標
準
営
業
約
款
登
録

掲　

示　

板

店
舗
」
と
し
、
Ｓ
マ
ー
ク
の
表

示
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

公
財) 

高
知
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
・
８
５
５
・
５
１
０
０

◆
相
続
登
記
無
料
相
談
会

高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、

２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
と
し
、
２
月
中

は
県
内
各
会
員
事
務
所
で
相
続

登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
月
間
に
先
立
ち
、
次

の
と
お
り
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
続
登
記
手
続
全
般

に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
月
31
日 (

土)
10
時
～
13
時

【
場
所
】

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

(

南
国
市
田
村
乙
２
２
０
７)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
８
・
８
２
５
・
３
１
４
３

◆
正
し
い
ご
み
の
分
別
を
！

　

可
燃
ご
み
へ
の
金
属
ご
み
等

の
混
入
が
増
え
て
い
ま
す
。
可

燃
ご
み
は
、
香
南
清
掃
組
合
で

焼
却
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

金
属
ご
み
の
混
入
に
よ
り
、
焼

却
炉
内
に
燃
え
残
っ
た
金
属
が

詰
ま
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
機

械
等
の
破
損
や
故
障
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
修
繕
の

た
め
、
ご
み
の
処
理
に
大
き
な

支
障
が
出
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぎ
、

ス
ム
ー
ズ
な
ご
み
の
焼
却
処
理

を
行
う
た
め
、
正
し
い
ご
み
の

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
南
清
掃
組
合

☎
０
８
８
・
８
６
３
・
１
１
７
７
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